
























































































































器１７からｆ ?＝ ??????????ＭＨｚの周波数の基準信号を出力し、その周波数ｆ ?を２逓倍
した周波数ｆ ?＝ ??????????ＭＨｚを高周波電子銃１２に用い、基準信号の４分周信号ｆ ?
／４＝ ?????????ＭＨｚをモードロックレーザー１１の入力信号の周波数ｆ ?として用い、
























































































周波数Δｆとｆ ?の信号を作成し、このΔｆとｆ ?の信号をミキシングすることによりｆ ?
のサイドバンドである加速周波数ｆ ?を作成し、上記Δｆは上記加速周波数ｆ ?に対して数







































　基準信号発生器１７は、周波数ｆ ?＝ ???????????ＭＨ ?の基準信号を発生する。その基
準信号は、分周器１９により４分周されてｆ ?／４＝ ??????????ＭＨ ?の信号となって、モ
ードロックレーザー１１の入力信号の周波数ｆ ?として用いられる。さらに、このｆ ? ／４
の信号を分周器２０により４Ｎ分周（Ｎ＝２６５）してΔｆ＝ ????????ＭＨ ?の信号を作
る。他方、周波数ｆ ?の基準信号を逓倍器１８により２逓倍して周波数ｆ ?＝ ??????????Ｍ
Ｈ ?の信号を作る。ＳＳＢジェネレータ２１がｆ ?＝ ??????????ＭＨ ?の信号とΔｆ＝ ?????
???ＭＨ ?の信号を合成してすなわちミキシングして高周波源１５の加速周波数ｆ ?＝ ????












波数ｆ ?を４分周したものすなわちｆ ?＝ｆ ?／４であり、また、周波数ｆ ?は基準信号の周
















　図２において、Ａは、加速周波数ｆ ?＝ ????ＭＨ ?を持つ加速高周波の波形を示す。上述
したように、ｆ ?／８＝ｆ ?であり、ｆ ?＝ｆ ?－Δｆであるので、加速周波数ｆ ?＝ ????Ｍ




















お、レーザー周波数ｆ ?、加速周波数ｆ ?及びΔｆの関係は、Δｆ＝ｆ ?－ｆ ?＝ｆ ?－８ｆ ?
である。
【００２７】
　図２による補正を行った場合には、一定の加速利得が得られるものの、高周波電子銃で
発生するビームローディングを打ち消すように働く電場がビームローディングでロスする
電場より強くなるため、高周波電子銃内で、後段のバンチに対してより高い電界が働くこ
とになり、通常の高周波電子銃とは逆のエネルギー差が生じる。よって、発生する電子ビ
ームの電流が後段部ほど大きくなる。すなわち、高周波電子銃の出力電流は、右肩上がり
になる。また、電子ビームの方向性も悪くなる。例えば、マクロパルス幅５６ｎｓｅｃの
レーザーパルスに対応して高周波電子銃１２から出力される高周波電子銃出口ビーム電流
パルス波形は、図３に示すようにパルスの立ち下がり部分の電流強度が、立ち上がり部分
の電流強度に比べて２．８％上昇する。そこで、本発明によれば、この上昇分を補正する
ため、図１に示すように、モードロックレーザー１１とフォトカソード高周波電子銃１２
との間にレーザーパルス振幅変調器２２が設けられている。
【００２８】
　この振幅変調器２２は、モードロックレーザー１１から出力されるレーザーパルスの強
度すなわち振幅を変調することにより、図３のＣで示すようなパルス波形の歪を補正して
Ｄのような波形に整形するものである。この振幅変調器２２は、ポッケルセルと一対の偏
光子で構成される。ポッケルセルは、レーザービームの偏光方向を素早くスイッチングす
るのに用いられる素子であり、このポッケルセルと一対の偏光子とを組み合わせることに
よりレーザーパルスを所定幅で切り出すとともに光強度を変調することができる。ポッケ
ルセルは、マクロパルス幅５６ｎｓｅｃのレーザーパルスを形成し、レーザーパルスに対
して偏光子の傾きを制御することにより、レーザーパルスの振幅を変調することができる
。図３の例では、Ｅで示すように、５６ｎｓｅｃの間にレーザーパルス強度が２．８％低
下するように制御される。これにより、高周波電子銃出口ビームの電流パルス波形の２．
８％の歪が補正される。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　本発明のレーザー制御型線形加速装置は、放射光源用蓄積リング装置の電子ビーム発生
装置、光蓄積装置と組み合わせて小型Ｘ線放射光源を構成できる。また、中性子生成コン
バーターと組み合わせて、小型高輝度パルス中性子源を構成できる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明のレーザー制御型線形加速装置の概略図である。
【図２】本発明におけるΔＦ方式マルチバンチエネルギー補正方法を説明する図である。
【図３】本発明における高周波電子銃出口ビーム電流補正方法を説明する図である。
【図４】従来のレーザー制御型線形加速装置の概略図である。
【符号の説明】
【００３１】
??
??
??
??
??
??? ????????????????????????
　１１　モードロックレーザー
　１２　フォトカソード高周波電子銃
　１３、１５　高周波源
　１４　加速管
　１６　タイミングシステム
　１７　基準信号発生器
　１８　逓倍器
　１９、２０　分周器
　２１　ＳＳＢジェネレータ
　２２　振幅変調器
　Ａ　加速高周波の波形
　Ｂ　電子バンチ
　Ｃ　補正前の高周波電子銃出口ビーム電流パルス波形
　Ｄ　補正後の高周波電子銃出口ビーム電流パルス波形
　Ｅ　変調されたレーザーパルス強度
　Ｌ　レーザーパルスのタイミング
??
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